
編
集
室

　

『
13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
』。
村
上
龍

さ
ん
の
話
題
本
で
す
。
24
歳
で
芥
川
賞

作
品
『
限
り
な
く
透
明
に
近
い
ブ
ル
ー
』

（
76
年
）を
書
い
た
作
家
が
、フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
高
み
か
ら
降
り
て
、
そ
こ
に
は
数
百

も
の
仕
事
・
職
種
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
集
「
群
像
」
を
取
材
し
な
が
ら
、
約

７
千
人
の
卒
業
生
そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ
職

種
は
？
と
本
に
重
ね
て
思
い
ま
し
た
。
驚

く
ほ
ど
多
様
に
違
い
な
い
旅
立
ち
の
情
景

を
。

　

そ
の
村
上
さ
ん
の
ト
ー
ク
・
イ
ベ
ン
ト

が
先
月
、
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
ま

し
た
。
反
語
の
ま
じ
る
一
筋
縄
で
は
い
か

ぬ
〝
作
家
ら
し
さ
〞
に
も
感
心
し
た
の
で

す
が
、
こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

　

「
あ
る
仕
事
で
生
き
て
い
く
ん
だ
と
28

歳
ま
で
に
決
め
る
。
決
め
た
ら
35
歳
ま
で

に
そ
の
職
種
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
。
そ
れ

く
ら
い
の
目
安
で
い
い
」

　

 

ち
ょ
っ
と
気
が
楽
に
な
る
で
し
ょ
う
。

あ
る
い
は
留
年
す
る
人
た
ち
も
。
ス
パ
ン

を
長
く
し
て
、「
プ
ロ
」
を
め
ざ
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ハ
ナ
ニ
ア
ラ
シ
ノ
タ
ト
エ
モ
ア
ル
ゾ

  

は
、
于
武
陵
の
漢
詩
。
と
い
う
よ
り
文

豪
・
井
伏
鱒
二
に
よ
る
名
訳
で
す
。
全
文

を
ひ
い
て
、
贈
り
ま
す
。

　

コ
ノ
サ
カ
ズ
キ
ヲ
受
ケ
テ
ク
レ

　

ド
ウ
ゾ
ナ
ミ
ナ
ミ
ツ
ガ
シ
テ
オ
ク
レ

　

ハ
ナ
ニ
ア
ラ
シ
ノ
タ
ト
エ
モ
ア
ル
ゾ

　

サ
ヨ
ナ
ラ
ダ
ケ
ガ
人
生
ダ 

（
広
報
課　

田
中
紘
太
郎
）
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時の迷宮？
　卒業式のシーズンを迎えると、毎年ちょっと
した「時の迷宮」に迷い込んだ気分に陥るのは
私だけだろうか。大学の教師の常として、１年
生から教えてきた学生たちが多摩のキャンパス
でそれぞれの４年間を過ごし、毎年３月25日に
挙行される卒業式を迎えるのは格別に嬉しい
ことだ。卒業式の壇上から教員として卒業生の
晴れの姿を眺め、４年間の思い出にひたる。続
いて学位記を授与する会場で、ゼミの学生たち
に記念写真を求められ、教授の顔をして気持ち
よく撮影に応じたりもする。さらに学部や通信
教育部や大学院の祝賀パーティーをハシゴし、
様々にかかわった学生たちの晴れの姿に出会え
る卒業式の一日は、教員にとっても格別に「幸
せな一日」となる。ゼミの卒業記念コンパに出
席し、体力がつきるまで学生たちと酒をつきあ
うのもご愛嬌だろう。

　ところが、「宴のあと」の気分を味わうまも
なく、すぐに新入生を受けいれる準備に気を奪
われ、入学式やオリエンテーションが１週間も
すればやってくるのだ。入学式の壇上から緊張
した新入生の姿を眺めているときには、もうこ
の新入生たちを教える責任の重さを新たな気持
ちでかみしめている。以前、「時の迷宮」にと
らえられたために、ある特定の何年間かを何度
も何度も繰り返すTVドラマを観たことがある
が、卒業式と入学式の間の短い期間は、あたか
も時が４年前に戻りもう一度１年生の教育から
やり直すような気持ちに襲われる期間でもある。
それでも４月から新たな気持ちで取り組めるの
は、新年を迎えるときと同様に、何らかの気持
ちのリセット作用が働いているからであろう。
そして再スタートする時点は、４年前に戻って
いるようでいて、確実に時のスパイラルは未来
に向けて進み、新入生との年齢が一つずつ離れ
ていっていることを痛感するときでもある。

広報委員　川原　彰（法学部教授）
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